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1．研究計画の概要 
本研究は，いじめ，不登校，友人関係など

さまざまな問題に直面する中学生に対してコ

ミュニケーション・スキル訓練を行い，対人

コミュニケーションの観点から，問題が起こ

らないようにする予防策，起こってしまった

場合の解決策を身につけさせようとするもの

である。本研究の目的は，中学生を対象とす

るコミュニケーション・スキル訓練のプログ

ラムを開発し，そのプログラムを実際に中学

生に実践し，問題予防行動，問題解決行動に

役立てることである。従来，社会心理学の分

野では「社会的スキル」の研究の中で対人間

のコミュニケーションを円滑にするためのプ

ログラムが開発されてきた。しかし，現在で

は，より広い範囲のコミュニケーション・ス

キルを研究することの必要性が指摘されてい

る。また，現実の学校現場では，友人とうま

くコミュニケーションの取れない生徒，先生

とうまく話すことのできない生徒が増加して

いる。このような理由から，中学生を対象と

してコミュニケーション・スキル訓練を開発

し，それを実践していくことが急務である。

この訓練プログラムが開発され実施されるこ

とにより，学校現場における対人関係の問題

に対する心理学的介入が可能となり，中学生

の心身の成長に役立つと考えられる。 
 

 
2．研究の進捗状況 
まず，青年期のコミュニケーション・スキ

ル(CS)を測定する尺度作りを行なった。心理

学分野の社会的スキル(SS)の先行研究より，

社会的スキル尺度を参考として，より直接的，

対人的スキルを測定するコミュニケーショ

ン・スキル尺度を作成した。その尺度の信頼

性と妥当性は非常に高いものであった。 

次に，中学生を対象としたコミュニケーシ

ョン・スキル訓練の開発を行った。開発した

コミュニケーション・スキル尺度の内容を基

に実際にスキルを身につけていくプログラム

を開発した。その際には，社会的スキル訓練

の先行研究も参考にした。その後，夏休み中

に無作為に選ばれた少人数の中学生に対して

訓練プログラムを実施した。大学生がスキル

訓練のサポートを行った。訓練の結果，もと

もとコミュニケーション・スキルの低い生徒

には 1日(約 5 時間)の訓練の直後にもコミュ

ニケーション・スキルへの促進効果がみられ

た。特に，会話スキルや関係構築スキルに促

進効果がみられた。しかし，もともとコミュ

ニケーション・スキルが高かった生徒に対し

ては天井効果がみられ，訓練による促進効果

はみられなかった。2011 年 1 月には，この訓

練プログラムの効率を考え，30 名程度のクラ

ス単位で実施し，訓練の精度を確認している。 

さらに，コミュニケーション・スキル訓練

が自己評価(自己効力感，自尊感情)に与える

影響を検討した。その結果，訓練後に参加者

全員参加者の否定的気分は低下していた。し

かし，肯定的気分，自己効力感，自尊感情に

変化はみられなかった。また，個々人の変化

を検討した結果，半数の参加者の肯定的気分

が上昇し，ほぼ全員の否定的気分が低下して

いた。今後は，これらの訓練プログラムを小

学生にまで拡大し，コミュニケーション・ス

キル訓練を各学校に広めていく予定である。 
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3．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
2011年度は，開発したコミュニケーショ

ン・スキル訓練の効果測定を行い，プログラ

ムを他の中学校においても実施していく計画

であったが既に2010年度に実施した。また，

成果の論文化も既に行われた(牧野，2009a, 2

010a,2010b)。本研究は当初の予定より早めに

展開してきた。この理由として，予想以上に

地域の公立中学校からの調査協力が得られた

点，地域の中学校の連携が取れ，スムーズに

訓練が行われた点，夏休みなどの休みを利用

して，論文化が行われた点があげられる。 
 
4．今後の研究の推進方策 
この研究は当初の予定より早めに展開して

きた。最終年度に実施予定であった中学校で

の訓練も2010度中に実施した。その一方で，

中学生のコミュニケーション・スキルを調べ，

訓練していくうちに，①中学生になる以前か

らスキルが低い，あるいはスキル不足であっ

たのではないかという発達的課題を持つ生徒

がいること，②より早い段階での訓練の必要

性，③小学校からのコミュニケーション・ス

キル訓練の依頼などがあり，児童・生徒双方

を対象とするコミュニケーション・スキル訓

練の開発が不可欠と考えるようになった。し

たがって，より研究を拡大することとした。

具体的には，小学生を対象としたコミュニケ

ーション・スキル訓練の開発を行う。 
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